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〔要旨〕 フリーライド競技とは，スキーまたはスノーボードで非圧雪の急斜面を滑走し，テクニックやス
タイルを競う競技である．この競技に関する外傷調査は渉猟しうる範囲では報告がない．フリーライドの
国際大会である Freeride World Tour（FWT）における競技特有の受傷機転や，外傷を調査したため報告
する．2018から 2022シーズンに開催された FWTにおける 977本の滑走を対象とした．その内訳は，ス
キー男子が 451本（46.2%），スキー女子が 195本（20.0%），スノーボード男子が 186本（19.0%），スノー
ボード女子が 145本（14.8%）であった．カテゴリー別の転倒数・転倒割合は，スキー男子で 147例
（32.6%），スキー女子で 51例（26.2%），スノーボード男子で 56例（28.7%），スノーボード女子で 48例
（33.1%）であり，各カテゴリー間に有意差は認めなかった．スキー男子の 2例において転倒による外傷が
原因で滑走不能となり，2例はともに頭部外傷であった．フリーライド競技における頭部外傷の発生率
は，他のスキー・スノーボード競技に比べて高い可能性があり，岩との衝突という競技特異的な受傷機転
が存在することが明らかとなった．また，フリーライド競技は雪崩事故のリスクを伴い，雪崩事故に対す
る安全管理体制のさらなる強化が望まれる．

緒言（はじめに）

手つかずの急峻な斜面をスキーまたはスノー
ボードを使用し，トリックやジャンプを織り交ぜ
ながら滑走する行為はフリーライドと呼ばれる．
そのフリーライドをテクニックやスタイルを競う
スポーツへと競技化した「フリーライド競技」が，
近年スキー・スノーボード分野の新競技として急

成長し注目を集めている１，２）．
フリーライド競技は 1996年にスイスで初めて
開催され，2008年に Freeride World Tour（FWT）
としてシリーズ戦が開始された．FWTは世界最
高峰のフリーライド国際大会であり，同大会の運
営組織でもある．2025年現在，6000人以上が
FWTに選手登録し，関連大会が世界中で年間 200
戦以上開催されている．FWTは 2022年に Inter-
national Ski and Snowboard Federation（FIS）と
合併し，2024年に FISの正式種目として承認され
た．2026年には FISフリーライド世界選手権が開
催され，将来的には冬季オリンピック種目として
採用されることが期待されている．
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図 1　FWT大会斜面（Freeride World Tour から許可を得て転載）
a：斜面最高地点がスタート，画像中央やや下のゲートが設置されているエリアが
ゴール地点．
b：開催場所によってはスキー場エリア内からの観戦が可能．

図 2　岩の露出する斜面でのトリック（Freeride World Tour から許可を得て転載）
a：風により形成されたウィンドリップと呼ばれる地形を利用してジャンプしト
リックを行うスノーボーダー．
b：スタート直後に崖からジャンプしトリックを行うスキーヤー．

多くのフリーライド大会は山岳エリアで開催さ
れる．手つかずの斜面にスタートとゴールが設定
され，そのエリアをスキーまたはスノーボードで
滑走し得点を競う（図 1）．FWTでは各選手が 1
本の滑走を行い，複数の審判によって 5つの採点
基準により採点される．エリア内のどこを滑るか
は滑走者に委ねられ，滑走ラインも採点の対象と
なる．採点基準には Difficulty of Line（滑走ライン
の難易度），Control（制動性），Fluidity（流動性），
Jumps（ジャンプ），Technique（技術）の 5項目
がある．高得点を獲得するためには，高難度かつ
独創的な滑走ラインを転倒や暴走することなく，
ジャンプやトリックを織り交ぜてスムーズに滑る
ことが要求される．
フリーライド競技は，圧雪されたゲレンデで行
われるアルペン競技や人工的に設計・設置された
ジャンプ台でトリックを行うフリースタイル競技
と異なり，崖や岩の露出がある山岳エリアの斜面
を滑走しながらトリックを行う（図 2）．そのため，

他のスキー・スノーボード競技とは異なるフリー
ライド競技特有の受傷機転や外傷があると想定す
るが，このような調査は渉猟しうる範囲では報告
がない．今回の目的は，FWTにおけるフリーライ
ド競技特有の受傷機転や，それに伴う外傷を調査
し報告することである．

対象および方法

2018から 2022シーズンに開催された FWT 22
大会におけるすべての滑走を対象とした．大会は
シリーズ形式であり，スペイン，オーストリア，
日本（白馬），カナダ，アンドラ公国，スイスの 6
会場で年間 3-5回開催された．シリーズ最終戦で
あるスイス大会までの戦績をもとに，ランキング
上位 60%の選手がスイス大会に出場した．2018
シーズンのスイス大会は雪崩リスクが高いため中
止となった．また 2021シーズンは COVID-19感
染症蔓延の影響を受けオーストリア，アンドラ，
スイスの 3会場でのみ開催され，アンドラでは 2
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図3　カテゴリー別の滑走数（本）・割合（%）
滑走数・割合はスキー男子，スキー女
子，スノーボード男子，スノーボード女
子の順に多かった．
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表 1　各大会におけるシーズン別の滑走数（本）
2018から 2020シーズンの5年間に6カ国で977本の滑走が行わ
れた．

2018 2019 2020 2021 2022 （年）

開催国 計

スペイン  47  47
オーストリア  48  43  50  40  52 233
日本（白馬）  49  47  46 142
カナダ  48  46  50  45 189
アンドラ  46  41  37  81  47 252
スイス  28  30  29  27 114
計 219 207 183 150 218 977

表 2　カテゴリー別の転倒数（本）・割合（%）
各カテゴリー間で転倒率に有意差を認めなかった．

転倒数/滑走数
（本）

割合
（%）

スキー男子 147/451 32.6
スキー女子  51/195 26.2
スノーボード男子  56/186 28.7
スノーボード女子  48/145 33.1

p＝0.38

大会が行われた．2022シーズンはスペイン，オー
ストリア，カナダ，アンドラ，スイスで 5大会が
開催された．結果的に 2018から 2022シーズンに
22大会が行われ，各選手が 1大会で 1本の滑走を
行った．
選手は滑走用具と性別によりスキー男子，ス
キー女子，スノーボード男子，スノーボード女子
の 4つのカテゴリーに分類された．

FWTにより作成された競技中の転倒に関する
報告書からデータを抽出し調査を行った．カテゴ
リー別の転倒数・転倒割合を評価し，転倒による
外傷が原因で滑走不能となりゴールすることがで
きなかった 2本の滑走についての受傷部位・受傷
機転を調査した．統計解析は，転倒の有無につい
て分割表を作成し，χ2検定を用いて各カテゴリー
間の有意差を解析した．

結 果

調査対象大会において，延べ 977選手により
977本の滑走が行われた．各大会におけるシーズ
ン別の滑走数を表 1に示す．その内訳は，スキー
男子が 451本（46.2%），スキー女子が 195本
（20.0%），スノーボード男子が 186本（19.0%），ス
ノーボード女子が 145本（14.8%）であった（図 3）．
全 977本の滑走のうち転倒ありが 302例

（30.9%）であり，転倒なしは 675例（69.1%）であっ
た．カテゴリー別の転倒数・転倒割合は，スキー
男 子 で 147例（32.6%），ス キ ー 女 子 で 51例
（26.2%），スノーボード男子で 56例（28.7%），ス
ノーボード女子で 48例（33.1%）であり（表 2），
各カテゴリー間に有意差は認めなかった（p=
0.38）．
スキー男子の 2例において転倒による外傷が原

因で滑走不能となり，ゴールすることができな
かった．1例は 2022シーズンのアンドラ大会で発
生し，崖をジャンプした際に岩と接触して受傷し
た．斜面を滑落し自然に停止したが，体動が見ら
れなかったため救助が開始された．その後，頭部
外傷を認めたため，ヘリコプターにて近隣病院に
搬送された．もう 1例は 2022シーズンのスイス大
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会で発生した．選手は崖をジャンプして雪面に着
地したものの転倒し，そのまま斜面を滑落した．
滑落中に頭部が露出した岩に衝突し，その後自然
に停止したが体動がなく救助が開始された．頭
部・顔面の外傷を認め，ヘリコプターにて近隣病
院に搬送された．

考 察

スキー外傷では膝前十字靱帯損傷などの重度膝
関節外傷を含む下肢外傷が多い３）が，本研究の対象
期間では滑走不能となる下肢外傷は発生せず，転
倒による外傷が原因で滑走不能となった 2例はと
もに頭部外傷であった．FWTでは，大会規定によ
りヘルメット・背部プロテクターの着用が義務付
けられている．競技別の頭部・顔面外傷の発生数
は 1000滑走あたり，モーグルやハーフパイプを含
むフリースタイル競技で 1.8件，アルペン競技で
0.9件，スノーボード競技で 1.0件であり，フリー
スタイル競技で最も多かったとの報告がある４）．本
研究ではフリーライド競技における頭部・顔面外
傷の発生は少なくとも 977滑走あたり 2件発生し
ており，フリースタイル競技に比べてさらに高い
可能性がある．アルペンやフリースタイル競技に
おいて発生する頭部外傷は，転倒時に頭部が圧雪
された雪面に衝突することで発生することが多
い．本研究における頭部外傷 2例は，頭部が岩と
衝突したことによる受傷であった．フリーライド
競技では，岩との衝突という他のスキー・スノー
ボード競技とは異なる受傷機転が存在することが
明らかとなった．
ヨーロッパアルプスにおけるスキー場内でのス
キー・スノーボード滑走における死亡数は
1,000,000日の暴露あたり 0.77件であるのに対し，
スキー場外を滑走する場合の死亡数は 4.4件であ
り，後者は雪崩事故と強い関係があると報告され
ている５）．FWTは大会開催に際して 7日間程度の
大会予備日を設け，山岳ガイドが雪崩リスクや雪
のコンディションを評価し，ときには爆薬による
人為的な雪崩管理を行ったうえで，最も条件の良
い 1日で大会を開催する．また，安全なコンディ
ションが確保できない場合は大会中止も厭わず，
選手の安全性確保に努めている．この潤沢な大会
予備日の確保と専門家による雪崩管理がなされて
いることもあり，本研究の対象期間においては，
雪崩に関連する事故は報告されていない．しかし，

手つかずの山岳エリアで開催される FWTにおい
て雪崩事故のリスクは常に存在する．2018年アン
ドラ大会の雪崩管理作業中に山岳ガイド 2名が雪
崩に巻き込まれ 1名が下肢を骨折，もう 1名は心
肺停止で発見され搬送先で死亡が確認された６）．
FWT出場選手は大会期間中に開催される，山岳
エリアにおけるセルフレスキューについての安全
講習に参加することが必須となっている．しかし，
山岳エリアで競技が開催される限り，どれだけ対
策を講じても雪崩事故を完全に防ぐことは不可能
であり，競技中の雪崩事故発生に対する対応につ
いて安全管理体制のさらなる強化が望まれる．
本研究にはいくつかの限界が存在する．まず，

本研究は FWTにより作成された報告書を基に調
査を行っている点である．報告書には，滑走中に
転倒があったものの，ゴールすることが可能で
あったものについては外傷の有無の記載がない．
よって，上記 2例の外傷以外に報告されていない
外傷が存在する可能性は否定できない．FISでは
Injury Surveillance System（FISISS）という外傷
調査システム７，８）があり，体系的な外傷調査が可能
となっている．今後は FWTにおいても FISISS
のような標準的な外傷調査ツールの活用が期待さ
れる．
次に，対象がトップアスリートに限られている

ということである．今後は，FWT予選大会等の関
連大会において選手に対するアンケート形式によ
る調査の実施も検討している．

結語（まとめ）

フリーライド競技における頭部外傷の発生は，
他のスキー・スノーボード競技に比べて高い可能
性があり，岩との衝突という競技特異的な受傷機
転が存在する．今回の調査では，競技中に発生し
たすべての外傷を網羅しきれていない可能性があ
り，今後は FISISSのような標準的な外傷調査
ツールの活用が期待される．また，フリーライド
競技は雪崩事故のリスクを伴い，雪崩事故に対す
る安全管理体制のさらなる強化が望まれる．
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Injury Incidence and Competition-specific Mechanisms in Freeride
Competitions: Analysis of the 2018-2022 Freeride World Tour
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Key words: Ski Injury, Snowboard Injury, Freeride Competition

〔Abstract〕 Competitive freeriding involves skiers and snowboarders demonstrating skills and styles by passing
on steep, ungroomed slopes. Knowingly, no study has yet assessed injury surveillance in competitive freeriding.
This study investigated the competition-specific injury mechanisms and associated trauma in the Freeride World
Tour (FWT), which is the most famous freeride competition. During the 2018-2022 FWT, 977 runs were per-
formed, of which 451 (46.2%) and 195 (20.0%) were by male and female skiers and 186 (19.0%) and 145 (14.8%) by
male and female snowboarders, respectively. Falls occurred in 147 (32.6%), 51 (26.2%), 56 (28.7%), and 48 (33.1%)
runs in each category, respectively, with no significant differences between groups. In two male ski runs, athletes
sustained head injuries from collisions with rocks. The incidence of head injuries may be higher than in other ski
and snowboard disciplines. Avalanche accidents are a risk in freeride competition. Although no avalanche acci-
dents occurred during competitions, safety management teams should be aware of such accidents.


